
平
成
二
十
六
年
三
月
四
日
提
出

質

問

第

六

一

号

北
方
四
島
へ
の
邦
人
の
入
域
に
係
る
閣
議
了
解
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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北
方
四
島
へ
の
邦
人
の
入
域
に
係
る
閣
議
了
解
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
九
八
九
年
九
月
十
九
日
、
政
府
は
、
当
時
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
ビ
ザ
発
給
を
受
け
る
形
で
北
方
四
島
へ
入
域
す
る
こ
と
を

自
粛
す
る
よ
う
、
邦
人
に
要
請
す
る
閣
議
了
解
を
決
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
右
了
解
を
基
に
し
て
、
一
九
九
一
年
十
月
二

十
九
日
、
一
九
九
八
年
四
月
十
七
日
、
一
九
九
九
年
九
月
十
日
に
も
同
趣
旨
の
閣
議
了
解
を
決
定
し
て
い
る
（
以
下
、
「
閣
議

了
解
」
と
い
う
。
）
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

本
年
二
月
八
日
、
前
日
の
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
に
出
席
し
た
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン

大
統
領
と
首
脳
会
談
を
行
っ
た
。
安
倍
総
理
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
会
談
は
、
第
二
次
安
倍
内
閣
発
足
後
す
で
に
五
度
目

に
な
り
、
安
倍
総
理
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
下
で
、
日
ロ
関
係
は
大
き
な
発
展
の
基
礎
を
築
き
つ
つ
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

よ
う
な
中
、
旧
ソ
連
時
代
、
冷
戦
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
「
閣
議
了
解
」
は
、
す
で
に
時
代
遅
れ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考

え
る
が
、
安
倍
総
理
の
見
解
如
何
。

二

ロ
シ
ア
政
府
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
始
め
て
い
る
「
ク
リ
ル
社
会
経
済
発
展
計
画
」
等
に
基
づ
き
、
北
方
領
土
へ
の
投
資
を

進
め
、
島
の
「
非
日
本
化
」
を
進
め
て
い
る
と
考
え
る
が
、
安
倍
総
理
の
見
解
如
何
。

三

現
在
邦
人
が
北
方
領
土
に
入
域
で
き
る
枠
組
み
は
、
ビ
ザ
な
し
訪
問
、
墓
参
、
自
由
訪
問
等
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
北
方

一



領
土
の
「
非
日
本
化
」
が
進
ん
で
い
る
現
状
に
鑑
み
て
も
、
「
閣
議
了
解
」
を
見
直
し
て
、
ビ
ザ
な
し
、
墓
参
、
自
由
訪
問

の
方
式
に
よ
ら
ず
と
も
、
邦
人
が
北
方
領
土
に
行
け
る
特
別
な
枠
組
み
を
つ
く
る
べ
き
時
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
安

倍
総
理
の
見
解
如
何
。

四

北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が
国
国
民
の
意
識
が
十
分
に
高
い
と
は
言
え
な
い
。
三
に
関
連
し
、
特
に
報
道
関
係
者
が
北

方
領
土
に
行
き
、
現
地
の
情
勢
を
国
民
に
向
け
て
報
道
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
態
勢
を
整
え
、
情
報
発
信
を
促
す
こ
と

が
、
北
方
領
土
の
「
非
日
本
化
」
の
阻
止
ひ
い
て
は
北
方
領
土
の
我
が
国
へ
の
返
還
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
安
倍
総

理
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


